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作物におけるェチレンの生理,生態的研究
Ⅰ. トマ ト子葉葉柄 の上 偏生長 測定 に よる
-チ L,ソの生物 検定法 とそ の応用
,LL.J ｣易 迅
刑非 ･今関 (1973a.b)はヤ-ナ リ下JFE軸から 油化分離した分子罷 11万2千の水浴仕
的 ′湧ミIAAや2,4-Dのような十一･キシソ系か レモン剤により腐骨される-T-71レン刊ノ刑;_














る.エソ ドゥの三弔反応は 特異性が 高い特長を もっているが,これ も定作的なものであ
る,
トマ ト稚苗の子葉の某柄の上偏生長 (トマ ト子葉の と偏生長と略称)は角度として測定
が容易であるので準定盤的に利用可能ではないかと考えた.-チレソ以外に上編生長を起
すガスとしては,acetylene,Propylene.CO.butyleneてあるが,これらが上編生長を誘
致する濃度は, エチレンのそ-れぞれ 500倍,500倍,5,000lf7-,500.000倍であ り (Cro-
ckereial.1932)で,有効濃度は遥かにT･.A.r7いので, これらのガスの影苧封土実際問題 とし
て無視てきると考えられる.また均一な1ソ伴Iがえら九やすいとい う点からも トマ トの芽'ト







































(2) エチレン濃度と トマ ト子葉の上偏生長角度との関係
トマ ト幼tJl'(の子某がエjー-レンによって起す l二偏 牛長のfT1度がェテレソ渋皮と-､l'･行以雁 に
なければ,これをILチレソの定槌的t物検定として利用することができない.したがって
-チL/ソガス狼度と上JhIJ生長角皮との凹孫をしらべた.





加用-チレソ淡度の対数と子葉のIl二偏生艮角度との関係は ェチレンiLl';度 0.01ppm と
10･Oppm との間では第 2同のように取組に 近似している. この範四は上偏/i三良角度 か
ら見れば 0-300である.すなわち この恥岡で(.i . 上偏生長角度 Yは,-チレl/濃度 X




























24哨聞後 の トマ ト椎田子葉
の 卜桐生良をしらべた.
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トマ トおよび沼地 (I-.墳)か ら削 こしたェチレソにより徳川
本然内の･7-テレソ蓄fl'ば.;が.･:,Iまって, トマ ト成机物rQlよび検定FUトマ トに■H.･しいJ･LIr紺‥L長
が認められた.この際 第4周 のように Il.堺冷水丑70%,100%区ともに トマ ト成刷物+
56:-Y._t･(1977) 227
+.礎から発′1:.したエTーレソによる析荘用 トマ ト子鹿の と偏叶.長用便に対し-I壌ポ ットか ら
発′卜Ll=エ F-レソに.｢,:,ド .,卜/･うL:の llI;iJl指1'(JI'IJJ､L.か[/･')大きい二,とが.I,ためらttL l_
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tj'1J1同 士取合水晶によるト71､の上編′r=_長とェチレソ発生のJlij｡L･
(fl_) A:トマト成机物 B:-チレ./検定用 トマトJWl'1-I




1封也としては,/;-ミュ車 1 ライ ト,水口卜l二項.川砂,求)一昭夜を用いた.この場17ホイ
ルカップに 2本の トマ トTlr=-_苗 ･p._･植付けるのに必要61-少限の容環としてバ- ミュキュライ ト
は 1･Og,水Il+_躯および川砂は 10,0g(即 乞土)を用い,il.･'T地の含水罷(:L100% (飽水J
とした.
水川液l礼 川端 を8mlの招Jl純 を入れた1Jう ス里:)齢こ入れた. 増J'1枚の紬,には ;巧者ら
(1976)が用いているt']稚 く4-腰 の 1/2濃腔u)ものである. 1佐ホイルカップ4n.I1-を,川いた.
検達には 200ml容の'#諾I.Jk用い,第1表の No.2-4ては 容器に 各廠培地 と検適用 ト
マ ト稚苗を,Nol1(対柁i.)には検定用 トマ トのみを入れて 密閉し,8時lLりおよび20帖机
後の検定用 トマ ト子兼のJ-_仙′卜長用度をiJLIJ'jEした.1区4ホイルカップを用いた.
I)ltfI令の打.架は,第 1.おo)ように トマ ト丁班の 日1.ノlー長からみた七5.地から0)-ナ レ./雅Jl･_
丑は,,:- ミュ牛 :Lライ ト<水rtl+_嫉く砂O.)jL'ui,:,洲定仰の個体差 も同じ101巾:てあ 〔た.
.?ウH I:l■:Jl;'●研 I`L:
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トを培地とし,Lだ地水分含i;i:を100% (飽水),71)% (j掛良),50% (陀燥)の1-I.別を設
け,第1表の契鮫と同じ力法で,8時間および 17時間後の検定用 トマ ト子葉の上偏′上.艮角
度を求めた. その結果子兼の上偏生長からみた ･l+I,ソの発'1:._Fiは 100%>50%>70%
の順序で 70%が追いJ,tなかった.
2)光 線 強 捜




fFlT!Jy卜て温 度の影轡をみたも■.果, 須6側(r)ように 100Cと30oCのF71では.温度'の高い































空中の CO2浪度が 高い とェチ
L,ソの作用を阻げ (Burg&Burg 寸し
1965),上偏生長 が 小 さ くな る






て容器内の CO2渋皮の 高 くなる
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al; 二 リミ 放
9時附 21 29 41 0 4 6
のエチL,ソ生成阻 〇一･一{)対 Hqlt_ ○-一一〇エナレ/生成阻■卓的山Tさ二
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前述のように軒開削 胴 0)トマ ト唯 ■_Ua,子典の′Jけ 班dJi如 ミ, エチレパ掛且の0･01
ppm～10･Oppmの鞄旧 (上偏生長角度 O-30Oの他紳)内で 容器内の エチL''/濃度の対
数値と平行関係にあることが),かったので,密閉容器内に,検定用 トマ ト椎Li,nほかに帖
物体を入れておくことにより,該他物体から発′け るエチレソ並の多少を推定できること
がわかった,したがって,既述の剰i･E粂侶 こよい -7トー71度の⊥l‖･JiL長の差付 二側1る知
E1,2もとにして,J'TのJl.物抗旋法を定めた.その方牡は次の通 t)である･
･J･_物快走川の トマ ト維曲と供試拙物体の-'jEmを劇継 掛 二人九･処刑 il(密rA-1前り U'
トマ ト子葉の上偏生長角度ALと那 ;ILて一定時間後の子躯の｣二日"I,/t=.長尺EtEBlを求める･
検定用のホイルカップ (トマ ト惟ILh･rD･よびjHd･)也Ujノミ-ミユキ-ライ ト)からも-ナL'ソ
が発生するので,供就植物体を入れないで 検定)flホイルjJ･yゾだけを入れた州 輔 を設
汁,このrJ･.の処理前および-御 封順 0)トマ l･{一奥の上17m二段拘魅 A2･B之を)にめる.





本研究で用いた検定用の トマト稚苗は,ノミー ミュキュライ トの培地に播種,油水して壷
成し,子葉の完全に展捌したとき,バーミュキュライ ト1gを入れたアルミ箔のホイルカ
ップに移植し,その後は水だけを補給して育てた播越後 10-25日のものである.測定に
は,200ml容血の円闘 珍客解を用い,これに枚定用 トマ ト椎苗と供試帖物体の生体 1.0-
3.0gを入れ,洲定時FLr.jは数時間～20時間位である.なお供試植物体はできる限り切断
面を少なくする. これは按断面に比例して傷笠に伴 うェチレンが発生するからで あ る
(McglassenandPratt1964,Imasekietal.1968), また容器内に 10-20%の KOH液
を入れて容器内のC02を吸収させる.




































播柾して;廊 11と(_L嬢汚水ltL75%)で 1ポット2本諒で育てた ゴマ (Sesamunindicum
L.)について,幡TJl後40Lrのと‖111日から 1俄rt;水tLil15%,75%および他州;<二U)肌1,
232 Lu=学 研 究
設けた.含水地は毎 日1-2回ポ ットを秤止 して調節 した.なお土塊 含水畳を掛 こする各
区について粁室料_xi(ェチレンガス無処理)とエチレンガス処PiL区の別を設けた.ガス処理
区では土壌水分処理臼耶台後 3-4日の 24時間ホ ットをガス処牙明石(50×35×53cm)に入
れ,50ppm のエチ レンガス処理を行なった. 価処理区で もポ ットをガス処理箱に入れた
が,エチ レンガスは注入 しなか った.
エチ レンカス処理終了虐1後に 各区の生炎2g(琉兼か ら第 2､3,4番口の葉)について
本生物検定法により,柴か らのエチ レンの発生を比較 した.
トマト子糞の
架而射比も上%' 仁ー帽生抜角)a(皮) L･.甘 兼%
(ェナレンの稚生l/
iJpC 過 乾 (花 油 配



















その結果は第 10LgJのように -チ レソカス処理の有無に かかわ らず,_L城 含水も上が適温
(土壌含水故75%)より少な くて も (同45%),多 くて も (湛水区),兼両,削kjl巨が減少
するとともに, 検定用 トマ ト千姫の 上偏生長角度が 大 きくな り, 葉か らのエチ レン児ノLl.
か みくなることが認められた. この ことは 第 4図,,'j'12表 のk.I,架と軌｢.)を r71圧,くしてい
る.
またIH掴Jのようにエチ レンガス処.哩の有無にかかわらず,蕗薬,渚蛍はニL巌 ,:1水L摘､適
漣より少な くて も多 くても増大 した,また_I二壌 含水最のいかんにかかわ らずエチ レン処理
Iをは無処理I夏に くらべて,落葉や格 点が新 出であ っL.
以上か ら薬からの-チ L/ソの発JI-Lと落炎,蕗17が lゝL.行 Lて起 こることがわか った.また






7月28日苗を 2千分の 1アールポットに 2本ずつ移植し,はじめ完全蛸薙液で培菰 し,
8月3日以後壊唯区,チッソ欠除区 (-N),カ1)欠除区 (-K),チ ッソ惚茄区 (2N)
の別を設けた.水])肱 は既報の通 E)てある (馬場 ･酒井 1976a).1区 2鉢.
成熟期の 10月5日各区の止薬 (第 1韮), 第2.3共の生体 2.0gをとり,10時間にお
ける菓からの-テレソの発生を比較 した.
その結果は,第 11図のように トマ ト子輩の上偏生長角度か らみた 薬からの エテレ./栄

































































近 (El-BelagyandHal1974), 卜腰 の酸素Jl一児 (妹5TL的)条件下で増殖する土塊敵生物
により/-I_成されたエチレンの板から地｣部/､の払散 (JacksonandCambel1975)および



















(1) -チレl/によって誘起されるトマ ト維 I靖の子葉の｣_14.jli良ft値(Y)とェチレン
拭き度 (X)とのrLiJには,-ナレ'/蓑度0.01-10.Oppmの租川内で は,y-9.371ogX+
22.41の虚線式に近似した 凹係が認められた, したがって この濃度の範川 (Ll砧生良PJ
度で0-300の恥周)内の-チL,ソ淡度は, トマト7･薬の示す 上偏生長角度を測ることに
よって求めることができる.



















i-･u;l!Vき山･l日日'fl‡付 1962.由り肥牡の概念と.-,.I,f･T･J)'Jj盛 lJlfr.･7･]LijL})進む ,'1.,31Jl･.,6r'-
TG.
2L;ら L■ミキ lJ卜光
2‥[三城 XA:･栖非快1空.1976a･ †′ト物の大式iL'染観てifの先生=_駿楢に F凋する生理的研光 第 2純
米超条件および上塊還元が作物の雅硫頼ガス枇月に及は.す膨子守.L'芝草研究 55(4):189-198
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